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平成29年度進捗評価シート

湯浅町歴史的風致維持向上計画（平成２８年３月２６日認定）



進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸①-1
組織体制

項目

歴史的風致維持向上に向けた連携及び推進体制

本計画の実現、推進に向けて、まちづくり企画課、教育委員会及び産業観光課伝建推進室、建設課が中心と
なり、国、県等関係機関との協議を行うとともに適切な支援を得る。また、歴史まちづくり法第11条の規定に基
づき設置した推進協議会は、計画の実施に関する連絡・調整を行う。なお、必要に応じて、湯浅町都市計画審
議会や湯浅町文化財保護審議委員会、湯浅町伝統的建造物群保存地区保存審議会、文化財所有者等と連
絡調整を行うものとする。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

関係機関の連携の下、計画の推進を図った。
法定協議会である「湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会」を11月27日と3月1日に開催し、計画の進行管理・評価
について意見聴取を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

平成30年度より町組織の機構改革に伴い、担当課室等を変更。

状況を示す写真や資料等
湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会の様子

湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会名簿

湯浅町－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

湯浅町都市計画審議会　　　　　　　　　　　　　　　　　湯浅町都市計画マスタープラン改定委員会（庁内委員会）

湯浅町都市計画マスタープラン（関係箇所抜粋）

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

良好な景観の形成に関する施策との連携

〔都市計画法〕本計画における重点区域は、一部を除き都市企画区域内に含まれており、都市計画マスタープ
ランにおいて、豊かな自然・歴史的資源を取り入れたまちづくりを推進する旨定めている。都市計画区域に指
定されていない周辺地域においても、中心市街地等と一体的な整備や地域間の連携を強化することで課題に
対応し、バランスのとれた整備を進めることとする。
〔景観法〕本歴史的風致維持向上計画の内容を反映した景観計画の策定等を検討する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

良好な景観の形成に資するものとして、上位計画である湯浅町長期総合計画や有田圏域都市計画区域マスタープラン
（和歌山県策定）に則し、関連計画である歴史的風致維持向上計画との整合性を図りながら湯浅町都市計画マスタープラ
ンの改定をおこなった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

湯浅町－2



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業

平成１９年度～

伝統的建造物群基盤強化事業（保存修理）

重要伝統的建造物群保存地区において、伝統的建造物に特定している歴史的建造物の保存修理とその他の
建築物の修景による整備を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

重要伝統的建造物群保存地区内の建造物の計画的な修復や修理を実施することにより、適切な保存を図ることができ
た。
□平成２９年度の実績
　重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業　・建築物の修理に対する補助　２件　・工作物の修理に対する補助　１件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
重要伝統的建造物群保存地区内における修理・修景に対する補助

建築物の修理作業風景

修理前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修理中

湯浅町－3



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

重要伝統的建造物群保存地区拠点施設整備活用事業

平成２７年度～

町単独事業、文化財建造物等を活用した地域活性化事業（甚風呂旧借家棟改修）

歴史的風致を活かしたまちづくりの拠点施設として必要な歴史的建造物を保存・整備し、重要伝統的建造物群
保存地区の公開活用を促進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

指定管理者制度を活用し、昔ながらの生活様式を体験できる甚風呂及び観光客の散策拠点となる湯浅まちなみ交流館を
公開活用することにより、歴史文化への理解を深めるとともに観光客数の満足度向上につながった。また、平成２９年度
は、甚風呂の旧借家棟について公開活用に資するための改修を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
指定管理者制度を活用して公開活用を行った施設

歴史民俗資料館甚風呂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯浅まちなみ交流館

甚風呂旧借家棟改修工事

改修前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改修後

湯浅町－4



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

大仙堀環境整備事業

平成２９年度～

町単独事業

重要伝統的建造物群保存地区の象徴である大仙堀の保存と水辺環境の整備を行い、住環境整備と観光振興
を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

大仙堀の景観と水辺環境の再生整備を進めるにあたり、堀内の環境改善方法の検討と、周辺の排水流路などの現状把
握のための調査を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
大仙堀への排水状況の現地確認

大仙堀周辺の排水管と流路の調査

湯浅町－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗評価シート （様式１-３）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

熊野古道及び重要伝統的建造物群保存地区周辺道路美装化事業
街路灯等整備事業

平成２９年度～、平成１４年度～

町単独事業

熊野古道や重要伝統的建造物群保存地区とその周辺の街路について、良好な市街地環境の保全整備と来訪
者の周遊性を高めるために、復元、再生、町並みとの調和、歩行者の利便性など整備手法を十分検証し、美
装化を進める。
重要伝統的建造物群保存地区とその周辺や熊野古道において、良好 な市街地環境にふさわしい街路灯など
を整備し、歴史的景観の向上を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

熊野古道と重伝建地区周辺の道路等において、歴史的景観の保全整備や利用者の利便性向上に資することを目的とした
整備方針を定めるにあたり、地元住民や商店街代表、観光協会会員などを対象にワークショップを開催し、１８名が参加し
た。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
11月29日になぎホールで行われたワークショップの様子

1月31日に駅前多目的広場で開かれたワークショップ結果報告会の様子

湯浅町－6



評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

案内板等整備事業

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
湯浅町歴史的風致活用国際観光協議会

観光案内サインの分類

平成２８年度～

歴史的風致活用国際観光支援事業

熊野古道や重要伝統的建造物群保存地区とその周辺における案内板や主要な文化財などの説明板の多言
語化・統一デザインを検討し設置するほか、来訪者の周遊性と利便性の向上のため必要な場所には、 オープ
ンスペースを活用した広場、駐車場、トイレなど、周遊性向上 のための施設の整備を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

国土交通省所管補助事業「歴史的風致活用国際観光支援事業」を活用し、観光案内版等のサインについて、歴史的景観
への配慮と外国人観光客の利便性向上のための多言語化に関するガイドラインの策定を進めた。事業実施にあたって
は、湯浅町歴史的風致活用国際観光協議会を11月27日と3月1日に開催し意見を求めた。

湯浅町－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

湯浅駅周辺整備事業

平成２８年度～

町単独事業、社会資本整備総合交付金事業（都市再生整備計画事業）

昭和2年(1927)開業当時の駅舎の文化財指定等による保存･整備をはじめ、町の玄関口である湯浅駅とその周
辺において、歴史的な魅力の発信や観光客受入機能の強化を目的とした総合的な駅周辺整備を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

６月に開催した駅周辺整備に関する説明会では町民１２３名が出席。その後、図書館やまちづくりセンターなどの賑わいを
創出する機能と災害時の避難場所など防災機能を兼ね備えた複合施設建設のための実施設計業務を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
整備が急がれるJR湯浅駅周辺

６月２８日になぎホールで行われた住民説明会の様子

湯浅町－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化財等調査事業

平成２８年度～

町単独事業、埋蔵文化財発掘調査等事業

町内にある建造物、史跡、民俗文化財などの文化財の調査を実施し、学術的価値を確認すると共に、未指定
文化財の指定等や、既指定等文化財の上位指定を進める。 また、醍醐寺金堂の湯浅での所在地の研究や、
歴史資源のリストアップとアーカイブ化を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２８年度に、未指定文化財である湯浅城跡の文化財指定を進めるため、近隣町と連携し、指定に向けた調査等を行う
実行委員会を組織し、継続して調査を実施した。その一環として、湯浅城跡の詳細な状況を確認すべく航空レーザ測量を
実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
文化財指定を目指す湯浅城跡

航空レーザ測量による地形起伏図

湯浅町－9



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

空き家利活用事業

平成１９年度～

町単独事業、文化財建造物等を活用した地域活性化事業

重点区域を中心とする町内の空き家において、まちづくりと連携した様々な活用提案の支援を行う。また、ＵＩ
ターン移住の希望者や農業・漁業の新規就労者の住まいなど、定住促進のための利活用の促進を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

重伝建地区内の空き家を宿泊体験等施設として整備し、観光協会会員から募って選ばれた事業者が運営を開始。甚風呂
旧借家棟は歴史資料館甚風呂の機能拡充のために整備し公開。いずれも和歌山県ヘリテージマネージャーの育成に資す
る取組みにおいて設計を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
宿泊体験等施設（千山庵）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甚風呂旧借家棟
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化財公開等普及啓発事業

平成１９年度～

町単独事業

本町固有の歴史的風致に関する文化財の公開・展示や講演会、ワークショップ、見学会の開催、パンフレット等
の作成など、さまざまな形での情報発信や普及啓発のための取組みを進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

９月９日から１０月５日まで、和歌山県立博物館において開催された特集展示「醤油の町・湯浅」に、町が所有する醤油醸
造家が所蔵していた資料を出展した。また、１０月には、醤油醸造のまち湯浅の食文化の歴史について、１１月には現在進
行中の湯浅城跡等調査の一環で進められている中世石造物調査の経過報告等について、それぞれ町民歴史講座を開催
した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
和歌山県立博物館で開催された特集展示「醤油の町・湯浅」

町民歴史講座「食文化の歴史と湯浅」（５４名）　　　　　　　　　　　　　町民歴史講座「石造物から見た湯浅氏」（５４名）
講師：前湯浅町教育長　　垣内 貞 氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：元興寺文化財研究所　　佐藤 亜聖 氏
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

伝統行事等継承支援事業

平成２３年度～

町単独事業、文化遺産総合活用推進事業

町内各所にある社寺等で継承されている祭礼などの伝統行事や民俗 芸能、町内に伝わる風習や食文化な
ど、幅広い伝統文化を継承するため の記録・用具等整備・後継者育成・情報発信など総合的な支援に取組
む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝統行事等を継承するため、町内で行われた秋祭りについて、町広報誌に掲載し、情報発信に努めたほか、古くから伝わ
るシロウオ漁を継承していくため、紀州湯浅のシロウオまつりを開催し、県内外から約４，０００人が来場した。また、湯浅町
歴史文化財活用実行委員会によって、顯國神社に伝わる御所車の修復を行い、行列の再興を図った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
顯國神社御所車の修復

御所車の修復完了写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正初期の写真

３月に行われた紀州湯浅のシロウオまつりの様子
（左：昔から続くシロウオ漁、右：大勢の方々でにぎわう様子）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

特産物等PR総合支援事業

平成１４年度～

日本遺産魅力発信推進事業、地方創生拠点整備交付金事業

醤油・金山寺味噌、シラスをはじめとする水産物、柑橘類などのＰ Ｒや情報発信において、歴史的価値付けを
プラスし、地域ブランドの確立を目指してＰＲ等を推進する。同じく、特産物を生産する歴史的環境保全のため、
湯浅湾とその周辺に広がる段々畑の歴史的景観の保全整備等に努め、担い手育成など生産事業者に対する
支援に取組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「醤油醸造の発祥の地」として日本遺産認定を受けた本町の醤油醸造文化について広く発信するとともに、特産物の流通
による地域活性化を目的としたシンポジウム「最初の一滴」醤油醸造の発祥の地　紀州湯浅」と「平成菱垣廻船　紀州湯浅
うまいもん物産展」を３月に開催し、約４３０名の来場があった。
また、重伝建地区北側の警察官舎跡地に特産品の流通の円滑化や本町の観光の振興を図るための特産物流通物販セン
ターを整備した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
美味しい日本遺産　日本遺産認定記念シンポジウム（日本橋三井ホール）

湯浅町特産物流通物販センター
建設中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完成
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-1

湯浅伝建地区保存協議会が発行したまちなみ瓦版（平成２９年度は６回発行）
重伝建地区選定１０周年記念誌刊行

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存・活用の普及啓発

甚風呂をはじめとした拠点となる施設、場所においては、町民や来訪者の学習、文化、憩い、観光レクリエー
ションなどにつなげていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

湯浅伝建地区保存協議会により下記の取組が行われた。
○甚風呂の公開                     ・観光客を中心に大変好評を得ている甚風呂を町の指定管理制度を用いて公開した。
○まちなみ瓦版の発行　　　　　　 ・保存協議会の取組みを掲載したまちなみ瓦版を制作し、２ケ月に１回のペースで伝建
                                          　  地区内に配付したほか、保存協議会ホームページに掲載した。
○重伝建地区選定１０周年記念誌刊行　　湯浅における町並み保存のあゆみを記した冊子の作成

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

甚風呂の活用

イベントでの利用　（フルート演奏会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課外学習の場として
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 平成２９年度

平成29年9月17日 毎日新聞

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

「醤油発祥の地・湯浅」ＰＲを　日本遺産記念シンポ 平成29年7月16日 読売新聞

古民家再生で連携協定 平成29年7月1日 日本経済新聞

日本遺産認定（ニュース＆報道 ５チャンDO！） 平成29年4月29日 テレビ和歌山

醤油発祥の地・湯浅　漫画と和食で国内外にＰＲ 平成29年11月27日 産経新聞

しょうゆ造り学ぼう　発祥の地、３小学校で授業 平成29年7月15日 毎日新聞

日本遺産生かし宿泊施設に再生　空き家対策と町おこし

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「醤油醸造発祥の地」としての日本遺産認定により、本町の歴史まちづくりに対する注目度が大きくなり、新聞やテレビなど
の報道機関に採り上げられる機会が増加した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

本町における歴史まちづくり推進の拡大と加速化。

状況を示す写真や資料等
日本遺産認定の記念セレモニー（重伝建地区）と記念フォーラム（なぎホール）

一般社団法人ノオト・紀陽銀行・湯浅町３者による包括連携協定　　　　　　　　　　　小学生しょうゆ造り体験
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 平成２９年度

計画に記載
している内容

急増する訪日外国人

『「最初の一滴」醤油醸造の発祥の地　紀州湯浅』日本遺産認定

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

本町の歴史的風致の一つである醤油醸造において、その歴史と伝統を語るストーリー『「最初の一滴」醤油醸造の発祥の
地　紀州湯浅』が平成２９年４月２８日に日本遺産に認定された。歴史的風致維持向上計画を策定していたことにより、単
独の自治体による日本遺産認定申請が可能となった。重伝建地区選定から歴まち計画認定、そして日本遺産認定へと一
環した歴史まちづくりの連動性が表れている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

本町における歴史まちづくり推進の拡大と加速化。

状況を示す写真や資料等
日本遺産の概要と構成文化財（建造物・祭礼行事・食文化など）

評価軸⑥-1
その他（効果等）

項目
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２９年度

・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：平成３０年３月１日（木）

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度

コメントが出された会議等の名称：第２回湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会

（コメントの概要）
・「良好な景観を形成する施策」で都市計画法と景観法に関することを挙げているが、都市計画法
と景観法だけでなく、様々な法令や制度の活用の拡大を検討してはどうか。
・大仙堀の水の浄化などの整備を行い、景観を整え観光振興につなげてはどうか。

（今後の対応方針）
・歴まち計画の中で、都市計画法、景観法、屋外広告物法を位置づけており、様々な施策を幅広く
活用してまいります。
・大仙堀の整備等で観光振興につなげていけるよう、できることから取組みます。

湯浅町－17


